









































































 韓愈「秋懐詩」には、上述 た秋を悲しむ伝統 は別に、もう一つ、文学史上の異なる伝統が流入 いる。つ に夏敬観「説韓」が指摘するように、それは 詠 」の伝統で 阮籍 詠 詩」其一に見えている「現実」と「文学」との二重の関係（大上正美『阮籍・嵆康の文学』創文社、二〇〇〇年
）、あるいは庾信「擬詠懐詩」其一に見えて























































































































































































ら、そのことを抽象化して、理知的に言及する。季節の推移は 羲和が天体の運行をつかさどっているがゆえに迅速 のであって 一カ所にとどまって ることができ い である。
13・
14句目は前句をうけて、時間の不可逆的な進行を前提としな






























































































































































































































































































































た。門の外は茫漠として、駆け出そうにもかなわず、ただ嘆くばかりだったのである。ここには阮籍を思慕しつつ そのようにあること できない自己への言及がある。そしてそれは、庾信「擬詠懐詩」其一が「歩兵未飲酒、中散未弾琴」と述べ、阮籍・嵆康のようにあることのできない自己を見据える契機とし と親和性があ 。　
現実（出仕）の栄達、逸脱（隠逸）への志向、そのいずれもが果たされない状況において、９句目以下では、それらとは異









の語で自身を卑下して るが、そ ゆえ こそ、 こに反俗的で強固な自意識を認めることができる。実際に、続く
13・
14句


































































































































































































































































































































































































































するほど、それと同じようなボルテージでのしかかる、現実生活の重圧を感じず はいられなかった」ことを指摘する。あかも阮籍「詠懐詩」のように、圧倒的な現実を前にしては そこに回帰せざるを得ないこと な のである。　
では、このような隘路を脱却するにはどうすればよいのか。９・
10句目には、本詩全体を反転させるかのような内容が述べ










































































































































と。徽は、音程の調節の際に目印となる紐のこと。なお『晋書』隠逸伝・陶潜には「性不解音、而畜素琴一張、絃徽不具、毎朋酒之会、則撫而和之」と 言がある。○鼓：演奏する。○古声～：たとえば『礼記』楽記には 今夫古楽、進旅退旅、和正以広。……今夫新楽、進俯退俯、姦声以濫」との言がある ○低心：志を曲げること。○祇能暫：ただしばらくのあいだしかできない。○丹鉛：丹は丹砂、鉛は鉛粉（胡粉
）。丹は書き込みを入れる際に用い、鉛は文字を修正する際に用いた。○点








































































































































































































































































































れるままにある生の姿を示している。そしてそれらを吹き上げる秋風は力強く、まるで意志をもっているかのように鳴り響いている。左右 一斉に揺動しながら、たがいに追いかけあう落葉は、あたかも時代の風を受けて雷同する人士たちのようである。続けて５句目以降では、そのような世間のざわめきを外にしながら 対称的に静謐な時間・空間が提示され 。黄昏時、誰もいない部屋に一人座り込んで沈黙するさまは、俗塵と隔絶されてある自己の清高な内面を映し出すものであ 。そしてそのような自己完結を破るかのようにして出現するのが 灯火を携えた童子であった この童子が実際の使用人であるか、あるいは仮構されたものか、それは必ずしも明らかではない。ただいずれにしても、ここでは他者の出現 より、自己 内面を相対化するものが予期されているので 。ところが、灯火に照らされた両者は、さし たって正面に対峙しながらも語り合うことがなかった。９・
10句目においては、童子がまるで不在であるかのような光景が述べられる。実際には、童子は「我」に
語りかけ、食事をすすめているのだが、これに対する応答 なく 両者の世界が交錯すること なかったのである。そこで童子は壁際まで退いて、一人『詩経』 詩篇を読み上げ じめた。それら 千年前の古典で り、知識人にとって必須 教養もある。したがってこれらを朗誦する童子は、読書生活の理想を体 存在である る。と ろが
15・
16句目が示す
ように、童子の朗誦する詩篇に感銘を受けつつも それを聞く「我」自身 悽酸な思 らわれることになる であった。これは『詩経』の詩句に感じて、そ 悲哀にいたたまれなくな 、それ以上聞き続けることがで なくなった、という とである。そしてこれにより、続く
17・
18句目において、はじめて自身が言葉を発することになる。その内容は、童子に読書を止







































































































































































































































































































































は、いずれも具体的に言及され いように、現実の全体を抽象化して述べたものである。７・８句目では、そのような障害に対抗するため、自身の内面をより頑健に維持しようと奮起するのであるが、結果的に敗北してしまうこと いう。現実の総体に圧倒され ことにより、本来的 自己は損なわれ 喪失してしまうので った。　
９句目以降では、本来的な自己の危機に際しての葛藤が述べられている。もしも世俗に妥協して迎合的 生き方を選ぶなら














































































































































































































































































































































































で、ここで取り上げた「秋懐詩」はまた特別な意味を持つ。韓愈自身にとってそれが特別な意味を持ったと同時に、また中国文学史においても同様である。本稿は、牧角と和久の両人が それぞれの興味と方法で、韓愈に向き合う めの第一歩を、この「秋懐詩」をめぐって提示してみたものである。ここから我々も更に個別 テーマについて論じること 始め いと思っている。同時に我々が生きた現場と これらを講じた受講生たちが、それぞれの興味と方法 韓愈の魅力を論じることを始めてくれ ことを期待したい。

